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1.緒言

女性の衣生活において最も多く消費されてい

る卓､ののりつにパンティストッキングがある._.

1般的に女性がパンティストッキングを着用す

･7)理由として脚部を上り美しく見せたいという

願望があげて1,れる　特に着用時にパンテイスト

ノキングL/-)存在を意識させない自然な美しさで

ある透明感に対する関心は強い.=,ここでは透明

感のあるパンティストッキングとは着用時によ

り素肌らしく見えるものと考え､着用前後にお

吉}:刷LJj色Lj)変化に注目したE一　二の変化が原料

糸J'構造に上ってど,j)ように影響されるかを検
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2.実験方法
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実験試料である編布の諸元をTable lに示した.二

4種類L/)編布原糸はシンゲ′レカバードヤーン(以

I: SCY)である-､これらLf)太さはすべて同一(34d)

であるが糸の構造つまりナイロンカバリング糸

J)太さと巻き数､及びポリウレタンコア糸の延

伸率が互いに異なる.

Table 1. Parameters of samp一es

SampleYU DR YN CL YS IT

I　　20　2　10　2446　33.7　0.50

Ⅱ　　20　4　10 1999　34.0　0.82

Ⅲ　　20　2　12　970　33.9　0.40

Ⅳ　　20　4　12　798　33.5　0.86
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YU: )･arn count of core stralld (dellier), DR: draw

ra110 0r COre. YN: )rant COllllt Or COVerll唱Stralld

(denier). CLI COl･eril唱1evel (lltn一S/Ill), YS: yam coullt

or sll唱le colcrcd )ram (dellier). IT: illilial thickness or

klllued rabric (111111). CF: cover factor ofkllitted fabric.
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日本人女性の脚部に試料を着用させ､着用前

後の色彩を5　カ所の部位で測定したL-,測定には

色彩色度計(ミノ/レタCR-310)を用い､色彩の変

化はCIE1976 L* a* b*表色系(JIS Z 87291

(1980))における色差AEab*で表示した

3.結果と考察

Figure lに各試料の着用前後の色差AEab*の

着用部位による変化を示すt=　図中横軸は､試料

を着用したとき編み布の伸び率で表示した‥　原

料糸の太さが同一であるにもかかわらず､各部

位における着用前後Ljj色差には違いが見られた

各試料の結果を比較すると(1)カバリング糸U7)巻

き数(CL)が多い物ほど色差は少ない､ (2)カバリ

ング糸の太さ(YN)が細いほうが色差が少ない､

(3)コアの延伸率(DR)が小さいほうが色差が少な

い､といったようにSCYの構造及び作成条件に

よって制御されることがわか-ノた｡

2OO　　300　　4OO　　5OO　　600　　70O

jhlkle　ーKnee　　　　> Thlgh

ExtensioJI Ofknitted Fabric (%)

Figure 1. Color difrerel一Ce Of skill through eXlellded

kniltedfhbric. 0: I.巳:Ⅲ. △: Ⅲ､ ▽. rV


